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　このたび北海道出版会から『時間感染症学』が発行されました。
　本書における時系列解析とは、時間の経過とともに変化する集団における感染症の発生数について、
その変動構造を研究する手法を指しています。感染症の将来的な流行予測を目的として、日本、中国、
インド、フィリピン、デンマーク、フィンランド、アメリカなどのさまざまな感染症に関するデータ
を基に時系列解析を行い、引き出された研究成果を豊富な図表とともに詳しく解説しています。
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